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　小池チヨ氏は、27 年余りの長き

にわたり保護司として更正保護活動

に取組まれるとともに、民生委員・

児童委員として活躍されるなど、地

域福祉の増進に大きく貢献されまし

た。氏は、保護司として、あたたか

い助言や指導により多くの人を更生に導くほか、民生委

員・児童委員として地域住民の良き相談相手として献身

的に尽くされました。また、氏の高潔な人格と真
し ん し

摯な姿

勢が多方面から厚い信任を得て、平成 5 年に肥塚地区社

会福祉協議会会長、平成 18 年に熊谷地区更生保護女性

会会長、平成 19 年に熊谷地区保護司会副会長に就任さ

れ、卓越した指導力と情熱により地域福祉の向上に力を

注がれるなど、本市の発展と市民福祉の向上に寄与され

た功績は誠に顕著です。

　募集対象および人員　
　主に、その小学校区に在住・在学・在勤の方、

または学区内保育所、幼稚園、児童館等利用者
の保護者で各会場 40 人程度

　申込み　
　電話、または FAX、E メールに住所・氏名・電

話番号を記入のうえ、開催日の一週間前までに
下記に申込みください。手話通訳を必要とされ
る方は、申込みの際にお申し出ください。

◆政策調査課　　　内線 368
　     048-525-9222
　E メール　seisakuchosa@city.kumagaya.lg.jp

◆市民課　　内線 267　◆大里・江南行政センター市民福祉課、妻沼行政センター市民環境課

「本人確認」が法律上のルールになります
　戸籍法および住民基本台帳法の一部が改正され、5月1日から本人確認が義務付けられました。
　この改正は、個人情報に対する意識の高まりへの的確な対応を図り、戸籍や住民票等の不正
取得を防止するとともに、不正手段による場合の罰則を強化するものです。

戸籍・住民票等の請求
および届出の際の

第 3 回 第 4 回
対象 主に奈良小学校区 主に中条小学校区

とき 5/24( 土 )
 9：30 〜 11：30

5/24( 土 )
14：00 〜 16：00

ところ 奈良公民館 中条農村センター

テーマ (1) 次世代に向けての子どもの
教育

子育て支援

テーマ (2) 20 万都市のまちづくり 安心・安全のまちづくり

20万都市の
未来を創る
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自治功労表彰 産業功労表彰

福祉功労表彰

　4 月 5 日、熊谷市立大里生涯学習センター「あす
ねっと」において、平成 20 年度熊谷市表彰式を挙
行し、本市の文化の興隆、福祉の増進、産業の発
展または自治の振興にご貢献された 5 名の方を、熊
谷市表彰条例により表彰しました。また、市表彰規
則により 91 名の方々を表彰しました｡ 　　　　　
　　　　　　　　　　　　◆秘書課　内線 204TEL

条例表彰者
のご紹介小

こいけ

池　幹
かん え

衛氏
(81歳　高柳在住 )

田
た が や

谷　宗
そういち

一氏
(70歳　佐谷田在住 )

坂
さ か だ

田　友
ともいち

一氏
(88歳　東別府在住 )

藤
と う ま

間　憲
けんいち

一氏
(62歳　桜町在住 )

小
こ い け

池　チ
ち よ

ヨ氏
(75歳　肥塚在住 )

 小池幹衛氏は、熊谷市郷土文化

会会長や熊谷市文化連合理事等

の要職を歴任されながら、郷土史

研究や生涯学習活動を通じて地域

文化の発展に大きく貢献されまし

た。氏は、郷土史研究に力を注ぎ

多くの論文や文献を執筆され、平成 11 年には、熊谷市

郷土文化会会長に就任、また、「直実・蓮
れんせい

生を学ぶ会」を

結成、初代会長に就任されるなど郷土文化の愛護に献身

的な尽力をされました。また、市立図書館の嘱託講師や、

公民館および企業が主催する歴史講座の講師として、さ

らに平成 19 年からは熊谷学講師として、熊谷市の魅力を

広く伝えるため、その才知を発揮され、本市における郷

土史研究の第一人者として活躍されるなど、本市の発展

と地域文化の振興に寄与された功績は誠に顕著です。

 

　田谷宗一氏は、くまがや農業協

同組合の理事や代表理事組合長

として、農業を取り巻く厳しい状

況の中で指導力を発揮し、本市の

農業振興に多大な貢献をされまし

た。氏は、農協の合併による、く

まがや農業協同組合発足にあたっては、合併準備室長と

して尽力され、また、平成 17 年には代表理事組合長に就

任し、地産地消の拠点となる大里・江南の農産物直売所や、

新たな営農経済センターの設置など、優れた指導力をもっ

て農協の経済事業の改革を積極的に推進されました。ま

た、県農業協同組合中央会理事、県農業信用基金協会理

事等の要職に就かれるほか、熊谷市固定資産評価審査委

員会委員として地方行政の推進に尽力されるなど、本市

の発展と産業の振興に寄与された功績は誠に顕著です。

　坂田友一氏は、8 期 32 年の長

きにわたり、熊谷市議会議員とし

て市政進展のため献身的な努力と

情熱を傾け、本市の発展と市民福

祉の向上に多大な貢献をされまし

た。この間、市議会にあっては民

生常任委員会委員長、総務常任委員会委員長、決算審査

特別委員会委員長および市議会副議長等を歴任、さらに、

昭和 59 年には市議会議長に就任され、効率的かつ円滑

な議会運営を推進されました。また、大里広域市町村圏

組合議会議長、熊谷地区消防組合議会議長等、市政のみ

ならず広域行政の発展に尽力されたほか、合併による新

熊谷市の第 3 代市議会議長として二度目の議長職に就か

れ、合併前後の議会運営を円滑に舵
かじ

取りされるなど、本

市の発展と地方自治の振興に寄与された功績は誠に顕著です。

　藤間憲一氏は、業界団体役員や

商工会議所主要役員として要職を

担い、中小企業再生や地域産業活

性化に努め、本市の商工業振興に

大きく貢献されました。氏は、（協）

熊谷鉄工機械工業会理事長、熊谷

市工業団体連合会会長として地域工業の発展に尽力され

たほか、熊谷商工会議所副会頭として、産業ビジョンの

策定や経営基盤強化を推進するなど、卓越した手腕を発

揮されています。また、（協）熊谷異業種交流会副理事長と

して、「ミニ工業団地」の建設にあたり多大な貢献をされま

した。さらに、平成 19 年の熊谷うちわ祭では大総代とし

て IT ネットワークの利用など祭りの改革に取組まれ、祭

りを大成功に導き、地域の活性化を推進するなど、本市

の発展と産業の振興に寄与された功績は誠に顕著です。

戸籍・住民票を交付請求するには

《本人確認について》

①　窓口に来られた方について、運転免許証、写真付き住民基本台帳カード、パスポートなどの書類の提    
示により、本人確認を行います。

②　代理人や使いの方については、さらに、委任状などの書面等により代理権限の確認も行います。

①　戸籍については、戸籍に記載されている方、またはその配偶者、直系の親族の方、住民票については、
本人もしくは本人と同じ住民票に記載されている方は、請求理由の明示は不要です。

②　①以外の方については、自分の権利を行使したり、自分の義務を果たしたりするために戸籍・住民票
の内容を確認する必要がある場合または国・地方公共団体の機関に提出する必要がある場合は、正当な
請求理由を明示してください。

《請求理由の明示について》

戸籍届出の際の本人確認について

① 養子縁組、協議離縁、婚姻、協議離婚または認知の届出 ( 以下「縁組等の届出」といいます。) の際に、
窓口に来られた方について、本人確認を行います。本人確認の方法は、戸籍・住民票を交付請求する場
合と同様です。

② 窓口に来られた方が、縁組等の本人であると確認できなかった場合には、縁組等の届出が受理されたこ
とを本人に通知します。

③ 本人が窓口に来たことが確認できない場合には、縁組等の届出を受理しないよう､ あらかじめ不受理申
出することができます。不受理申出およびその取下げは、窓口で行ってください。その際、本人確認を
行います。

　本人確認の方法は、戸籍・住民票を交付請求する場合と同様です。

住民異動届の際の本人確認について

あなたと市長のハートフル・ミーティング
　ハートフル・ミーティングは、市長が市内各
所に出向き市民皆さんのご意見やアイデア等を
いただき、今後の市政に反映させるための懇談
会です。皆さんのご参加をお待ちしています。

FAX
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　中学生までのお子さんまたは妊娠中の方のいる家
庭を対象に、協賛店舗等で商品割引などの優待が受
けられる事業です。
　優待を受けるためには、「パパ・ママ応援ショップ
優待カード」を協賛店舗等に提示が必要です。なお、
このカードは県内全域の協賛店舗等で使えます。
　優待カードの配布
　こども課 ( 市役所 4 階 )、各行政センターで配布し
ています。お越しの際は、お子さんおよび保護者の
方の住所・年齢が確認できるもの ( お子さんおよび
保護者の方の健康保険証、母子手帳など ) をお持ち
ください。
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浄 化 槽 補 助 制 度 を ご 利 用 く だ さ い
　市は「合併処理浄化槽」への転換を推進しています。
次の場合に設置費用の一部を補助します
・「単独処理浄化槽あるいはくみ取トイレ」を「合併処
　理浄化槽」へ転換する場合
・ 特に水環境の改善を図る必要のあると認定した地域内
　で転換する場合 ( 平成 20 年度集中転換促進地域 )
・ 自己の居住のための住宅に合併処理浄化槽を設置する場合
補助対象になる浄化槽
・ 合併処理浄化槽機能保証制度に基づいた保証登
　録のある浄化槽で、処理対象人数が 5 人以上 10
　人以下のもの
補助対象になる区域
・ 公共下水道事業計画認可区域、農業集落排水事業計
　画 ( 予定 ) 区域などを除く区域
補助金額
・「単独処理浄化槽あるいはくみ取トイレ」を「合併処
　理浄化槽」へ転換する場合
①設置費の補助額
( 一般の地域 ) 
　5 人槽　　　　332,000 円　6 〜 7 人槽　414,000 円
　8 〜 10 人槽　548,000 円
( 集中転換促進地域 ) ムサシトミヨの生息している区域
の周辺を指定しました。 
　5 人槽　　　 498,000 円　 6 〜 7 人槽　621,000 円
　8 〜 10 人槽  822,000 円
②単独処理浄化槽あるいはくみ取便槽の処分費
　1 基当たり 60,000 円
・ 新設の場合
　浄化槽設置費として、人槽にかかわらず 1 基当たり  120,000 円
補助対象にならない場合
・ 浄化槽の設置届出または建築確認を受けずに設置した場合
・ 住宅などを借りている方で、賃貸人の承諾が得られない場合
※補助制度を利用する場合は、必ず工事着工前に申請し 
　てください。　　
◆環境衛生課 ( 江南庁舎 )
　　　048-536-1521
◆妻沼行政センター市民環境課

　

消
防
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
熊

谷
市
で
は
5
月
31
日
ま
で
に
、
す

べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

火
災
か
ら
尊
い
命
を
守
る
た
め

に
、
必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。　

　

ま
た
、
設
置
義
務
化
に
伴
い
、

悪
質
な
業
者
が
全
国
的
に
出
回
っ

て
お
り
、
市
内
で
も
、
数
件
の
事

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
見

知
ら
ぬ
業
者
な
ど
は
家
の
中
に
入

れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
は
、
最
寄
り
の
消
防

署
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。　
　

◆
消
防
本
部
予
防
課

　
　

０
４
８
‐
５
２
２
‐
９
９
９
１

『
譲
っ
て
ほ
し
い
・
譲
り
ま
す
コ
ー
ナ
ー
』
登
録
受
付
中　

◆
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

◆
市
民
活
動
推
進
課　

内
線
２
８
６

TELTEL

TEL

TELTEL
選
挙
人
名
簿
の
登
録
と
縦
覧

TEL

設
置
し
ま
し
た
か
?

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器

TEL

TEL

5
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

　

赤
十
字
は
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
活
動
資
金(

社
資)

に
よ
り
、

災
害
救
護
活
動
等
様
々
な
人
道
的

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部

　

熊
谷
市
地
区(

福
祉
課)

　
　

内
線
２
９
５

TEL

TEL

　

に
該
当
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。

◆
こ
ど
も
課　

内
線
２
９
２

◆
大
里
・
江
南
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民

　

福
祉
課
、
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

I N F O R M A T I O N

市
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情
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土
曜
日
も
一
部
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す

【
今
月
の
開
庁
日
】

3
・
10
・
17
・
24
・
31
日

【
取
扱
時
間
】

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
取
扱
業
務
】

・
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
登
録
の

　

証
明
書
の
発
行
業
務

・
印
鑑
登
録(

廃
止)

業
務

・
戸
籍
の
届
出
業
務(

預
か
り)

・
税
関
係
の
証
明
書
の
発
行
業
務

・
市
税
の
収
納
業
務

・
県
収
入
証
紙
の
販
売
業
務

【
取
扱
場
所
】

市
役
所

大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

江
南
行
政
セ
ン
タ
ー

◆
行
政
改
革
推
進
室　

　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
１
６

「
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成｣

通
院
の
助
成
対
象
年
齢
を
中

学
校
卒
業
ま
で
拡
大
し
ま
す

　

本
市
で
は
、
平
成
20
年
6
月

1
日
診
療
分
か
ら
、
通
院
に
つ
い

て
の
助
成
対
象
年
齢
を
中
学
校
卒

業(

満
15
歳
に
達
す
る
以
後
最
初

の
3
月
31
日)

ま
で
拡
大
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
ど
も
医
療

費
の
助
成
対
象
は
、
入
院
・
通

院
と
も
に
中
学
校
卒
業
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　

受
給
の
対
象
と
な
る
子
ど
も

の
い
る
方
は
、
受
給
資
格
の
登
録

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

登
録
申
請
の
方
法
に
つ
い
て

●
既
に
「
こ
ど
も
医
療
費
受
給

資
格
証
」
を
お
持
ち
の
方
に
は
、

5
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
資
格

証(
紫
色)

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(

加
入
保
険
・
振
込
口
座
等
の
変

更
が
あ
る
場
合
は
届
出
が
必
要

で
す)

。

●
本
市
に
住
所
を
有
し
、
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
小
学
校

第
1
学
年
か
ら
中
学
校
第
3
学

年
ま
で
の
子
ど
も(

た
だ
し
、
生

活
保
護
の
適
用
や
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
の
受
給
を
受
け
て

い
る
子
ど
も
は
除
き
ま
す)

の
保

護
者
の
方
に
は
、｢

登
録
申
請
書｣

を
4
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
ま

す
。｢

登
録
申
請
書｣

に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
次
の
も
の

を
持
参
し
、
登
録
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
受
給
資
格
証

は
、5
月
下
旬
に
順
次
郵
送
し
ま
す
。

受
付
期
間　

5
月
1
日(

木)

〜

　

12
日(

月)

の
平
日
お
よ
び　

　

5
月
10
日(

土)

・
17
日(

土)

　

9
時
〜
17
時

受
付
場
所　

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
、

　

大
里
・
江
南
行
政
セ
ン
タ
ー

　

市
民
福
祉
課
、
妻
沼
行
政
セ
ン

　

タ
ー
福
祉
課

持
参
す
る
も
の

・
記
入
済
み
の｢

登
録
申
請
書｣

・
印
鑑

・
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
名
前

　

の
記
載
さ
れ
た
健
康
保
険
証

　

の
写
し

・
主
に
生
計
を
維
持
し
て
い
る
保

　

護
者
名
義
の
金
融
機
関
の
口
座

　

の
わ
か
る
も
の(

ゆ
う
ち
ょ
銀

　

行
を
除
く)

◆
こ
ど
も
課　

内
線
３
７
２

児
童
手
当
の
支
給

支
給
対
象
者　

小
学
校
修
了
前
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
所

得
が
一
定
額
未
満
の
方

手
当
額　

児
童
1
人
当
た
り
の

月
額
で
、
3
歳
未
満
は
一
律
各

１
０,
０
０
０
円
、
3
歳
以
上

は
第
1
子
・
第
2
子
が
各
５,

０
０
０
円
、
第
3
子
以
降
が
各

１
０,
０
０
０
円
で
す
。

支
払
時
期　

毎
年
2
月
、
6
月
、

10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

申
請　

支
給
を
受
け
る
に
は
認
定

請
求(

申
請)

が
必
要
で
す
。
手

当
は
申
請
を
し
た
月
の
翌
月
分

か
ら
対
象
と
な
り
ま
す(
さ
か

の
ぼ
り
支
給
は
で
き
ま
せ
ん)
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

①
申
請
者
名
義
の
普
通
預
金
通
帳

　

(

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く)

②
健
康
保
険
証
等

③
印
鑑(

代
理
申
請
の
場
合)

④
そ
の
他
必
要
書
類

出
生
、
転
入
等
の
場
合　

出
生
、

転
入
等
の
日
か
ら
15
日
以
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
15
日
を

過
ぎ
て
も
申
請
で
き
ま
す
が
、

受
給
で
き
な
い
月
が
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

以
前
に
所
得
制
限
に
よ
り
受
給
資

格
を
喪
失
し
た
方　

5
月
中
に

　

改
め
て
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り

　

6
月
以
降
の
手
当
を
受
け
ら

　

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

公
務
員
の
場
合　

勤
務
先
に
申
請

　

し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
制
限
額　

次
の
表
の
と
お
り

　

で
す
。
な
お
、
本
来
の
所
得
額

　

か
ら
最
低
で
も
8
万
円
の
控
除

　

が
あ
り
ま
す(

控
除
後
の
金
額

　

で
表
に
当
て
は
め
ま
す)

の
で
、

　

詳
し
く
は
こ
ど
も
課
ま
で
お
問

　

合
せ
く
だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
票
参
照
時
の
注
意　

給

　

与
所
得
者
が
源
泉
徴
収
票
で

　

所
得
額
を
確
認
す
る
場
合
、「
支

　

払
金
額
」
で
は
な
く
、「
給
与

　

所
得
控
除
後
の
金
額
」
が
所
得

扶養親族等
の人数

厚生年金等の
加入者 *

国民年金加入
者等 (* 以外 )

0 人 532 万円 460 万円
1 人 570 万円 498 万円
2 人 608 万円 536 万円
3 人 646 万円 574 万円
4 人 684 万円 612 万円
5 人 722 万円 650 万円

* 厚生年金、私立学校教職員共済、 
　日本郵政共済、文部科学省共済 ( 大

学等支部のみ ) 等の加入者です。
※表中の扶養親族等の人数は、参照

する所得のあった年の人数です。

「パパ・ママ応援ショップ」事業
　協賛店舗等の情報
　優待カードと一緒に配布される「協賛店舗等一覧」
や、県・市ホームページで確認してください。
　協賛店舗の募集
　「パパ・ママ応援ショップ」協賛店舗を随時募集し
ています。現在、埼玉県で約 6,000 店舗、本市で約
160 店舗のご協力をいただいています。こども課、
各行政センターで用意している「協賛申込書」( 県・
市ホームページからもダウンロードできます。) に所
定の事項を記入のうえ、提出してください。皆さん
のご協力をお願いします。
　　　　　　　　　　　　  ◆こども課　　内線 292

●江南庁舎・江南行政センター　　048-536-1521　　●妻沼庁舎・妻沼行政センター　　048-588-1321TELTEL TEL●大里庁舎・大里行政センター　　0493-39-0311　　●熊谷市役所   　048-524-1111TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

洪水ハザードマップを配布しています
　荒川、利根川等がはん濫した場合の浸水想定に基づいて、
洪水ハザードマップを作成しました。市役所、各行政セン
ター等で配布していますのでご利用ください。
※洪水ハザードマップは、浸水が予想される範囲や程度を
あらわし、避難時に役立てていただくためのもので、浸水
が予想されない地域は、掲載していない地域もあります。
一部の地域が未掲載となりましたことにつきましては、お
詫
わ

びいたします。なお、市のホームページでは、荒川版、
利根川版のいずれかで全市域がご覧いただけるようになっ
ていますので、あわせてご利用ください。
◆危機管理室　　　内線 333　TEL
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ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
紙
類
、
布
類
、
び

ん
類
、
金
属
類
に
加
え
、
平
成
20

年
4
月
か
ら
廃
食
用
油
が
新
た
に

対
象
品
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

奨
励
金
は
、
紙
類
、
布
類
、
び

ん
類
、
金
属
類
が
1
キ
ロ
グ
ラ
ム

あ
た
り
4
円
、
廃
食
用
油
は
1

リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
4
円
で
す
。

◆
廃
棄
物
対
策
課(

江
南
庁
舎)

　

 

０
４
８
‐
５
３
６
‐
１
５
２
１

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課
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わ
が
家
の
耐
震
診
断

　

市
で
は
、
住
宅
の
簡
易
耐
震
診

断(

図
面
に
よ
る
診
断
で
現
地

調
査
は
行
い
ま
せ
ん)

を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

昭
和
56
年
以
前
に
在
来
工 

　

法
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
を

　

所
有
し
、
か
つ
居
住
し
て
い
る
方

※
診
断
の
際
に
は
建
築
確
認
通
知

　

書
ま
た
は
建
物
の
図
面
等
を
ご

　

用
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
詳
し
い
耐
震
診
断
を
行

う
場
合
に
は
、
診
断
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
市
の
職
員
を
装
っ
た
業
者
の
訪

問
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
開
発
指
導
課(

大
里
庁
舎)

　

 

０
４
９
３
‐
３
９
‐
０
３
１
１

食
事
代

使
用
料

夕
食
朝
食
休
憩
宿
泊

７
０
０
円

４
９
０
円

１
５
０
円

４
５
０
円

「赤城山の家」を利用しませんか
  「赤城山の家」は、1 年を通じ、市
内の小・中学校の児童・生徒が林間
学校で利用している施設です。
　新緑に包まれる6月の土・日曜日は、
市民の方にもご利用いただけます。
　ハイキング・野鳥や植物の観察な
ど、自然にふれあうよい機会です。
　ご利用をご希望の方は、学校教育課
( 市役所 6 階 ) へお申込みください。
なお、施設使用料等は次のとおりです。

◆学校教育課　　　内線 385

　

水
道
週
間
は
、
水
道
に
つ
い
て

国
民
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
厚
生
労
働
省
が
定
め

た
も
の
で
、
今
年
で
50
回
目
と
な

り
ま
す
。

　

市
水
道
事
業
で
は
、
皆
さ
ん
へ

安
全
・
安
心
な
お
い
し
い
水
を
供

給
す
る
と
と
も
に
、
地
震
等
の
災

害
に
強
い
水
道
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

全
国
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
た
だ
い

ま
ァ

｜　

蛇
口
ひ
ね
っ
て　

水
ゴ
ク
リ
」

◆
水
道
部
営
業
課　

　

 

０
４
８
‐
５
２
０
‐
４
１
３
２

よ　

い　

み　

ず

家
庭
で
の
ご
み
焼
却
は

自
粛
し
て
く
だ
さ
い
!

　

家
庭
ご
み
を
構
造
基
準
に
合
わ

な
い
焼
却
炉
や
ド
ラ
ム
缶
等
で
焼

却
し
た
り
、野
外
焼
却(
野
焼
き)

を
行
う
こ
と
は
、「
埼
玉
県
生
活

環
境
保
全
条
例
」
に
よ
り
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
ご
み
焼
却
は
自
粛

し
、
家
庭
ご
み
は
、
正
し
く
分
別

し
て
、
指
定
日
に
指
定
さ
れ
た
ご

み
集
積
所
へ
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
環
境
政
策
課(

江
南
庁
舎)

　

 

０
４
８
‐
５
３
６
‐
１
５
２
１

　工場や自動車から排出される窒素酸化物と炭
化水素が、太陽からの紫外線により光化学反応
を起こして光化学オキシダント ( 主に酸化性物
質 ) が生成されます。この濃度が高くなると、
のどが痛くなったり、眼がチカチカしたりしま
す。これが光化学スモッグといわれているもの
です。
　光化学スモッグ注意報などが発令されたとき
は、被害を防ぐため防災行政無線でお知らせし
ます。平成 19 年度は、5 月から 9 月の間に、
光化学スモッグ注意報が 21 回発令されました。
注意報が発令されたら
●屋外での激しい運動はさける。
●目やのどに刺激や痛みを感じたら、すぐに屋
　内に入り洗眼やうがいなどをする。
●身体に異常を感じたときは、医師の診断を受
　けるようにしてください。
※光化学スモッグによる被害を受けた方はご連
　絡ください。
◆環境政策課 ( 江南庁舎 )　　　　　　　　　　
　　　　048-536-1521
◆埼玉県大里福祉保健総合センター ( 熊谷保健所 )
　　　  048-523-2811

光化学スモッグに気をつけて !

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
目

的
と
し
て
、
集
団
回
収
す
る
団
体

に
対
し
て
奨
励
金
を
交
付
し
て
い

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

(

中
退
共
制
度)

に
加
入
し
て

従
業
員
の
退
職
金
の
準
備
を

中
退
共
制
度
の
特
色

●
中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職

　

金
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
・

ゴミや廃油は流さない
　排水管に生ゴミや天ぷら油等の廃油
およびその他の異物(吸殻、ガム、ビニー
ル等 ) を流しますと、管の詰まりや終
末処理場の機能低下の原因となります。
　また、ディスポーザー(生ゴミ処理機)
単体での使用は、詰まり等の原因とな
るので、使用しないでください。
ガソリン等の燃料は流さない
　ガソリンやアルコール等の揮発性の
高い危険物を流すと管の中で爆発した
り、管を損傷することがあります。
無リン洗剤の使用を
　有リン洗剤は、終末処理場でも完全
に処理できませんので、無リン洗剤を
使うようにしましょう。

　公共下水道は、生活環境の改善、また、
身近な川や用水路の汚れを防止するな
ど、大きな役割を果たす施設です。
　公共下水道が整備された区域にお住
まいで、まだ公共下水道への接続がお
済みでないご家庭は、早めに公共下水
道へ接続する排水設備工事を行うよう
お願いします。
　なお、排水設備工事にあたり、現在
使用している排水管の大きさや、こう
配が法令の基準に適合している場合は、
一部その施設を使用することが可能な
場合もあります。
　排水設備工事は、市の指定を受けた
下水道排水設備指定工事店に依頼して
ください。

　最近「市から委託された」「市から来
た」と市からの委託を装い、個人の宅
地内の排水設備清掃で各家庭を訪問し
ている業者がいると苦情が寄せられて
います。
　市では、個人の宅地内の排水設備の
清掃委託等はしていません。
　疑わしい場合は、会社名など本人の
身分を確認しご連絡ください。

公共下水道の正しい使い方

下水道課からの お知らせ

公共下水道へ接続する
排水設備工事はお早めに

不審な業者にご注意を

◆下水道課　　内線 562

あ
な
た
の
土
地
は

管
理
が
十
分
で
す
か
？

　

こ
れ
か
ら
は
、
あ
き
地
な
ど
の

雑
草
が
繁
茂
す
る
時
期
で
す
。

　

土
地
の
管
理
を
怠
る
と
、
カ
や

ハ
エ
な
ど
の
衛
生
害
虫
の
発
生
、

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
原
因
に
な

狂
犬
病
予
防
注
射
は
お

済
で
す
か
?

　

集
合
注
射
期
間
中(

4
月
8
日

〜
28
日)

に
、
注
射
を
受
け
さ
せ

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
必
ず
最
寄

り
の
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
や
死
亡

◆
環
境
衛
生
課(

江
南
庁
舎)

　
 

０
４
８
‐
５
３
６
‐
１
５
２
１

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

犬
に
関
す
る
相
談
・
問
合
せ

◆
熊
谷
保
健
所
生
活
衛
生
薬
事
担
当

　

 

０
４
８
‐
５
２
３
‐
２
８
１
１

　

も
う
す
ぐ
農
家
に
と
っ
て
一
年

で
も
っ
と
も
忙
し
い
季
節
と
な
り

ま
す
が
、
麦
わ
ら
の
処
理
に
あ

た
っ
て
は
焼
却
を
行
わ
ず
、
田
畑

に
す
き
こ
ん
だ
り
、
堆た

い
ひ肥

化
を

図
っ
た
り
す
る
な
ど
、
有
効
な
資

源
と
し
て
活
用
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

特
に
雨
の
後
な
ど
の
湿
っ
た
状

態
で
焼
却
を
行
う
と
、
大
量
の
煙

が
発
生
し
て
付
近
の
交
通
の
妨
げ

と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
近
隣
住

民
に
も
多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
力
の

低
下
や
火
災
の
原
因
と
な
る
恐
れ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
麦
わ
ら
の
焼

却
に
よ
る
処
分
は
行
わ
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
農
業
振
興
課（
妻
沼
庁
舎
）　

　

 

０
４
８
‐
５
８
８
‐
１
３
２
１

◆
農
業
委
員
会
事
務
局　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

内
線
４
０
４

　

メ
モ
リ
ア
ル
彩
雲
は
、
備
え
付

け
の
祭
壇
で
十
分
な
葬
儀
が
行
え

る
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

葬
儀
等
を
行
う
場
合
、
そ
の
費

用
内
訳
は
大
き
く
分
け
る
と
①
葬

儀
料
②
会
葬
者
へ
の
返
礼
品
代
、

仕
出
し
等
の
飲
食
代
金
③
寺
な

ど
へ
の
支
払
い
④
施
設
使
用
料
な

ど
に
な
り
ま
す
。

　

葬
儀
を
依
頼
す
る
と
き
に
留
意

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を
受
け

る
こ
と
と
、
確
認
を
す
る
こ
と
で

す
。

　

メ
モ
リ
ア
ル
彩
雲
は
、
簡
素

な
中
に
も
心
の
こ
も
っ
た
葬
儀
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
メ
モ
リ
ア
ル
彩
雲
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８
‐
５
２
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０
０
２
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裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

に
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
裁
判
官
と
と
も
に
、

相談日時　月〜金曜日 ( 祝日、年末年始を除く )
電話相談　9:00 〜 17:00
面接相談　9:00 〜 16:00
ところ　埼玉県庁第二庁舎 1 階 ( 浦和駅下車 )
内容　賃金・退職金や労働時間などの労働
　条件、採用や退職、解雇、労務管理上の
　問題などの相談
費用　無料
◆労働相談センター　　048-830-4522

労働相談センターが県庁に開設

標
語　
「
納
め
よ
う　

あ
な
た
と
わ
た
し
の　

未
来
の
た
め
に
」　

吉
積 

侑
莉
さ
ん　
　
「
税
金
は　

暮
ら
し
を
支
え
る　

パ
ー
ト
ナ
ー
」　

小
林 

美
咲
さ
ん

TEL

TEL

毎
年
6
月
1
日
か
ら
7
日

は「
水
道
週
間
」
で
す

TEL

TELリ
サ
イ
ク
ル
活
動
推
進
奨

励
金
の
対
象
品
目
に
廃
食

用
油
が
加
わ
り
ま
し
た

TEL

　

有
利
で
す
。

●
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移

　

行
先
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

●
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入

　

で
き
ま
す
。

●
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税

　

に
な
り
ま
す
。

●
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
企
業

　

間
を
転
職
し
た
場
合
に
通
算
が

　

で
き
ま
す
。

●
掛
金
は
、
預
金
口
座
か
ら
振
り

　

替
え
ま
す
。
退
職
金
は
直
接
退

　

職
者
に
支
払
い
ま
す
の
で
、
管

　

理
が
簡
単
で
す
。

◆
独
立
行
政
法
人 

勤
労
者
退
職

　

金
共
済
機
構　

　

 

０
３
‐
３
４
３
６
‐
０
１
５
１

TEL

TEL

り
、
地
域
の
生
活
環
境
が
損
な
わ

れ
ま
す
。

　

土
地
の
所
有
者
や
管
理
者
は
、

責
任
を
持
っ
て
適
切
な
維
持
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
除
草
な
ど
の
処
理
が
で
き
な
い

で
お
困
り
の
方
に
は
、
業
者
を
紹

介
し
ま
す
。

◆
環
境
衛
生
課(

江
南
庁
舎)
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８
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５
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‐
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５
２
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◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

TEL

TELTEL

麦
わ
ら
は
燃
や
さ
ず

有
効
利
用
を

メ
モ
リ
ア
ル
彩
雲
を
ご
利

用
の
際
は
簡
素
な
中
に
も

心
の
こ
も
っ
た
ご
葬
儀
を

TEL

平
成
21
年
5
月
ま
で
に
裁
判

員
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の

場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
決

め
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

裁
判
員
は
、
毎
年
作
成
さ
れ
る

裁
判
員
候
補
者
名
簿
の
中
か
ら
、

事
件
ご
と
に
、
く
じ
お
よ
び
裁
判
所

に
お
け
る
選
任
手
続
を
経
て
選
ば

れ
ま
す
。
裁
判
員
は
、
原
則
と
し
て

辞
退
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

国
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
が
過
重
と

な
ら
な
い
よ
う
に
一
定
の
範
囲
で
辞

退
事
由
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
経
験
や
お
考
え
を
司

法
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
裁
判

員
制
度
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ぜ

ひ
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

◆
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
刑け

い
じ事　

　

訟
し
ょ
う
て
い廷

事
務
室

　

 

０
４
８
‐
８
６
３
‐
４
１
１
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http ://www.saibanin.courts.go.jp

TEL

　

平
成
19
年
度
の
化
学
物
質
の

排
出
量
、
移
動
量
、
取
扱
量
の
実

績
を
平
成
20
年
6
月
30
日
ま
で

に
県
へ
報
告
し
て
下
さ
い
。
報
告

化
学
物
質
を
取
り
扱
う

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

●
固
定
資
産
税
・

　
　

都
市
計
画
税(

第
一
期)

●
軽
自
動
車
税(

全
期)

※
市
税
等
の
納
入
は
安
全
、
便

　

利
、
確
実
な
口
座
振
替
の
ご

　

利
用
を
。

※
納
税
相
談
は
、
随
時
窓
口
で

　

実
施
中
。

◆
納
税
課　
　

内
線
２
５
９

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

TEL

納
期
の
お
知
ら
せ(

5
月
分)

TEL

●江南庁舎・江南行政センター　　048-536-1521　　●妻沼庁舎・妻沼行政センター　　048-588-1321TELTEL ●大里庁舎・大里行政センター 　　0493-39-0311　　●熊谷市役所    　048-524-1111　〒 360-8601　宮町 2 丁目 47-1

の
対
象
と
な
る
の
は
、
製
造
業
、

燃
料
小
売
業
な
ど
23
業
種
で
従

業
員
数
が
21
人
以
上
の
事
業
者
で

す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。
事
業
者
向
け
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
環
境
政
策
課(

江
南

庁
舎)

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
県 

青
空
再
生
課

　

 

０
４
８
‐
８
３
０
‐
２
９
８
６

◆
県 

北
部
環
境
管
理
事
務
所
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TEL TEL

TEL

TEL

TEL

TELTEL

TEL
[

納
期
限]

6
月
2
日(

月)
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を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
安
心
安
全
課　

  

内
線
２
８
５

な
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
放
置
自
転
車
を
防
止

す
る
た
め
、
条
例
で
熊
谷
駅
周
辺

を
放
置
整
理
区
域
に
指
定
し
、
ほ

ぼ
毎
日
、
街
頭
で
放
置
自
転
車
防

止
の
協
力
依
頼
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
そ
の
区
域
内
に
自

転
車
が
放
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
警
告
札
を
は
り
、
一
定
時
間

経
過
後
も
放
置
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
放
置
自
転
車
を
撤
去
し
て
い

ま
す
。撤
去
し
た
放
置
自
転
車
は
、

市
で
保
管
し
、
そ
の
旨
を
告
示
し

ま
す
。
そ
し
て
、
告
示
後
3
か
月

を
経
過
し
引
き
取
り
の
な
い
自
転

車
は
処
分
し
て
い
ま
す
。
自
転
車

の
放
置
を
や
め
、
自
転
車
駐
車
場

共
済
会
費

一
般　
　
　
　

 

年
額
９
０
０
円

中
学
生
以
下　

年
額
５
０
０
円

加
入
で
き
る
方

　

市
内
に
在
住
で
、
住
民
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
そ
の
被
扶
養
者
で
修
学
の

た
め
市
外
に
転
出
し
て
い
る
方

受
付
場
所

○
安
心
安
全
課(

市
役
所
4
階)

○
各
行
政
セ
ン
タ
ー

○
出
張
所　

※
小
・
中
学
校
で
の
加
入
の
取
り

ま
と
め
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
・
中

学
生
は
、
各
家
庭
で
ご
家
族
と
一

緒
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

〜
交
通
安
全
は
み
ん
な
の
願
い
〜

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
!

◆
安
心
安
全
課　

  

内
線
３
３
４

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

I N F O R M A T I O N
市
政

情
報

【東コース】月・木曜日　
【西コース】火・金曜日
ごみ袋…透明袋・半透明袋 ( レジ袋も可 )

決められた日の 8 時 30 分までに出してください。
燃えるごみの収集日

燃えないものの収集日

種類 収集日

　資源物 ( カン ) 　5/7(水)、　6/4(水)

　資源物 ( ビン ) 　5/14(水)、　6/11(水)

　資源物 ( ペットボトル ) 　5/21(水)、　6/18(水)

　不燃ごみ 　5/28(水)、　6/25(水)

※車両火災を防ぐために
内容物 ( ガス ) が残っているスプレーカン・カートリッジボ
ンベが収集車の中で発火する事故が頻発しています。
スプレーカン・カートリッジボンベは『ビンの日』に収集し
ますので、使いきってから穴をあけ、ビンとは別にして透明
袋で出してください。

資源物 ( 紙類 ) と粗大ごみの収集日

有害ごみの出し方

市内を5つの区域に分けて、それぞれ決まった曜日(毎週1回)
に収集します。
※お住まいの区域の収集日は「熊谷市くらしのカレンダー」　
　29・30 ページで確認できますのでご覧ください。

蛍光管・鏡・水銀体温計・乾電池は、拠点回収です。
回収場所 ( 市役所・行政センター・公民館等 ) の容器へ、包
装から出してそのまま入れてください。

◆環境美化センター　　　　　　　　　  048-524-7121
◆妻沼行政センター市民環境課　　　　048-588-9988　　
　　

道の駅めぬま
[ アグリパーク ] 　 048-567-1212　開設時間　10:00 〜 18:00　7 日休館
[ 物産センター ] 　 048-588-0090　開設時間　  9:30 〜 18:00　休館なし

[ アグリパーク ] 

5/3( 土・祝 ) 〜 6( 火・休 )10:00 〜 16:00 道の駅めぬま 7 周年記念イベント
　● 3( 土・祝 )・4( 日・祝 )
　　　感謝祭、花苗プレゼント　1,000 円以上お買上げの方各先着 100 人
　● 5( 月・祝 ) フリーマーケット
　● 6( 火・休 ) 感謝を込めて大抽選会
5/11( 日 )9:00 〜 17:00　フリーマーケット
　雑貨・衣類等のフリーマーケット
5/17( 土 ) ① 10:30 〜② 14:00 〜　ガーデニング講習会　
　①ハンギングバスケット ( 午前 )・②寄せ植え ( 午後 )
　費用、各 3,300 円 ( 昼食または軽食付 )
　先着各 20 人　※要予約
5/31( 土 ) 〜 6/3( 火 )　妻沼さつき盆栽会花季展示会

[ 物産センター ] 

5/24( 土 )・25( 日 )　感謝セール　全品 5%引き

ま
ち
の
駅　

昔
あ
そ
び

5 月 31 日 ( 土 )　14：00 〜 16：00　昔あそび
ベーゴマ、シャボン玉、スポーツ吹き矢で遊ぼう　ミニ古本市

マナーを守ってホタル鑑賞
　市では、「熊谷市ホタルの保護に関す
る条例」に基づき、ホタルが生息する水
路を保護重点区域に指定しています。
　これらの水路では 5 月下旬から 6 月
中旬にかけて、ゲンジボタルが舞う姿が
見られます。
○見るときはマナーを必ず守ってください。
・住宅地が近いため、路上駐車や大声で
　騒いだり、ごみのポイ捨てなどは絶対
　にやめてください。
・鑑賞する場合、照明がなく水路等があ
　りますので、事故等には、十分注意を
　してください。
・車利用の場合は、江南庁舎駐車場をご
　利用ください。
 ・ホタルの捕獲は条例で禁止されています。
◆環境政策課(江南庁舎)　　 048-536-1521

自
転
車
の
放
置
を
や
め
ま

し
ょ
う
！

　

安
易
な
気
持
ち
で
自
転
車
を

放
置
す
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

生
じ
ま
す
。

例
え
ば

・
歩
道
を
ふ
さ
ぎ
歩
行
者
の
通
行

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
特
に
お
年

寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方
に

と
っ
て
は
と
て
も
危
険
で
す
。

・
安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
車
の
通
行

を
妨
げ
、
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

・
災
害
時
の
避
難
や
消
防
車
の
消

火
活
動
な
ど
の
障
害
と
な
り
ま
す
。

・
街
を
雑
然
と
さ
せ
、
景
観
を
損

加
入
を
忘
れ
ず
に
!

市
町
村
交
通
災
害
共
済

平
成
20
年
度
加
入
申
込
を
受
付
中

熊
谷
市
企
業
紹
介
サ
イ
ト
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス
テ
ー
ジ
く
ま
が
や
」http ://w

w
w

.bear-v.com
/　

◆
産
業
振
興
課　
　

内
線
５
０
５　

放課後こども教室推進事業 ふれあいって楽しいね

　本市では､ 未来の熊谷を創る心豊かでたくましい子ども
を社会全体ではぐくむため、熊谷市放課後子ども教室推進
事業に取組んでいます。この事業は放課後や週末に、子ど
もたちの安心 ･ 安全な居場所を作り、学習やスポーツ、文
化活動などの様々な体験活動や地域住民との交流活動等を
行うものです。地域や PTA などのボランティアの皆さん
による各小学校区ごとの運営委員会が中心となり、教室の
企画・運営を行っています。
　平成 19 年度は、市内各小学校の特別教室や体育館、校庭、
公民館などを会場に、主に土曜日の午前を活用して、自由
遊びや郷土料理教室、竹馬作り教室、学習教室などが実施

されました。
　引き続き各小学校区ごとに実施されますので、ご協力をお
願いします。
◆社会教育課　　　内線394

入
浴
時
間

開
館
時
間

6
月
の

休
館
日

5
月
の

休
館
日

10
時
〜
15
時

9
時
〜
16
時

3
日(

火)

、
10
日(

火)

、

17
日(

火)

、
24
日(

火)

6
日(

火
・
休)

〜
9
日(

金)

、

13
日(

火)

、20
日(

火)

、27
日(

火)

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

別
府
荘　

 

０
４
８
‐
５
３
２
‐
２
０
２
０

上
之
荘　

 

０
４
８
‐
５
２
５
‐
６
９
６
４

　

別
府
荘
、
上
之
荘
の
利
用
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
市
内
循
環
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
20
人
以
上
の
団
体
で
送

迎
バ
ス
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
直
接
施
設
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
か
わ
荘　

０
４
８
‐
５
８
８
‐
２
６
０
０

江
南
荘　

 

０
４
８
‐
５
３
６
‐
５
６
０
０

入
浴
時
間

開
館
時
間

6
月
の

休
館
日

5
月
の

休
館
日

(

ひ
か
わ
荘)

10
時
〜
15
時
30
分

(

江
南
荘)　

10
時
30
分
〜
16
時

9
時
〜
16
時

2
日(

月)

、9
日(

月)

、16
日(

月)

、

23
日(

月)

、
30
日(

月)

3
日(

土
・
祝)

〜
6
日(

火
・
休)

、

12
日(

月)

、19
日(

月)

、26
日(

月)

TEL

TEL

まちの駅　

まちの駅ギャラリー利用者募集中　( 無料 )

 弥藤吾 720

 宮本町 254（上熊谷駅隣）
　　048-524-1722　水曜日休館TEL

家 庭 ご み の 収 集 日家 庭 ご み の 収 集 日

TEL

TEL

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
思
わ

な
い
で
!

　
「
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
ら
し

い
」
と
頭
で
は
理
解
し
て
い
て
も
、

自
分
と
は
関
係
な
い
話
だ
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

　

ひ
っ
た
く
り
、
車
上
狙ね

ら

い
、
空

き
巣
な
ど
の
犯
罪
に
あ
っ
た
被
害

者
の
多
く
が
「
ま
さ
か
、
自
分

が
被
害
に
あ
う
と
は
・
・
・
」
と

驚
い
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
こ

れ
ら
の
犯
罪
に
あ
わ
な
い
た
め
に

は
、
犯
罪
者
に
ス
キ
を
見
せ
な
い

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

家
庭
内
で
防
犯
に
つ
い
て
話
題

に
す
る
な
ど
、
家
族
全
員
が
犯
罪

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
合

い
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
に
目
配
り
・
気
配
り
を

　

残
念
な
こ
と
に
子
ど
も
を
狙
っ

た
悪
質
な
犯
罪
が
各
地
で
多
発
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
多
発
す
る
街
頭
犯
罪

(

自
転
車
盗
・
バ
イ
ク
盗
・
ひ
っ

た
く
り
な
ど)

は
、
多
く
が
少
年

に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
犯
罪
の
被
害
者
に
も

加
害
者
に
も
し
な
い
こ
と
は
、
大

人
の
努
め
で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
へ
の
目
配
り
・
気
配
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

◆
安
心
安
全
課　

  

内
線
３
３
９

TEL

知
っ
て
い
る
と
安
心
な
防
犯
対
策

家
庭
内
で
防
犯
に
つ
い
て

話
し
合
お
う

○
相
談
日
を
増
や
し
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
週
4
日
行
っ
て
い
た

消
費
生
活
相
談
を
週
5
日(

平
日

の
毎
日)

行
い
ま
す
。

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
ト

ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
場
合
や
心
当
た

り
の
な
い
請
求(

架
空
請
求)

が

あ
っ
た
場
合
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
多
重
債
務
相
談
も
受
付
け
ま
す

　

消
費
生
活
相
談
で
は
、
多
重
債

務
に
関
す
る
相
談
も
受
付
け
ま

す
。
1
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
多
重
債
務
の
相
談
に

つ
い
て
は
、
事
情
を
お
聞
き
し
、

債
務
整
理
に
つ
い
て
大
ま
か
な
説

明
を
し
た
後
、
実
際
の
債
務
整
理

に
つ
い
て
は
、
法
律
専
門
家(

弁

護
士
や
司
法
書
士)

を
紹
介
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
多
重
債
務
に
関
す
る
相

談
は
、
左
記
で
も
受
付
け
て
い
ま

す
。
相
談
料
は
い
ず
れ
も
無
料
で
、

予
約
お
よ
び
問
合
せ
は
左
記
へ
。

・
埼
玉
弁
護
士
会
熊
谷
支
部
法
律

相
談
セ
ン
タ
ー

　

０
４
８
‐
５
２
１
‐
０
８
４
４

・
埼
玉
司
法
書
士
会
熊
谷
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

０
４
８
‐
５
２
１
‐
９
１
０
７

市
民
相
談
室(

市
役
所
1
階)

消
費
生
活
相
談

月
〜
金 

9
時
30
分
〜
12
時 

13
時
〜
16
時　
　

内
線
２
８
３

TEL

TELTELTEL

TEL

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

消
費
生
活
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

TELTEL

TELTEL

TEL
TEL

TEL

ピピア

江南庁舎

県道熊谷・小川・秩父線

●江南庁舎・江南行政センター　　048-536-1521　　●妻沼庁舎・妻沼行政センター　　048-588-1321TELTEL ●大里庁舎・大里行政センター 　　0493-39-0311　　●熊谷市役所    　048-524-1111　〒 360-8601　宮町 2 丁目 47-1

ホタルの生息する水路

自由遊び＆流しそうめん
（太田小学校区）

合宿通学
（奈良小学校区）

国語で遊ぼう！！
（別府小学校区）

TELTEL

至市役所

星川

荒川通線

放置整理区域

熊谷駅

江南文化財センター

放置整理区域の図



な
っ
せ
ん

1�市報くまがや　平成 20年 (2008)5 月1� 市報くまがや　平成 20年 (2008)5 月

と
こ
ろ　

荒
川
大
麻
生
公
園

　

 (

自
由
広
場
駐
車
場
に
集
合)

定
員　

先
着
30
人

申
込
み　

開
催
前
日
ま
で
に
電
話

　

で
左
記
へ
。　

◆(

財)

埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会

    

０
４
８
‐
６
４
５
‐
０
５
７
０

と
き　

5
月
17
日(

土)

・
18
日(

日)

と
こ
ろ　

八
木
橋
デ
パ
ー
ト
カ
ト 

　

レ
ア
ホ
ー
ル(

8
階)

・
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば

内
容　

市
民
・
事
業
者
・
市
の
協

　

働
に
よ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行

　

い
ま
す
。

◆
環
境
政
策
課(

江
南
庁
舎)　

 

　

 

０
４
８
‐
５
３
６
‐
１
５
２
１

費
用　

３
０
０
円

定
員　

先
着
50
人 

 

申
込
み　

当
日
、
星
溪
園
で
受
付

　

(

15
時
30
分
ま
で)　

◆
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー　
　

　

  

０
４
８
‐
５
３
６
‐
５
０
６
２

と
き　

5
月
24
日(

土)

10
時
〜

　

15
時

と
こ
ろ　

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー　

　

(

肥
塚
１
１
２
５
番
地)

内
容　

マ
ン
ガ
・
文
庫
・
そ
の
他

　

の
本
な
ど
を
20
円
〜
50
円
で
、

　

リ
サ
イ
ク
ル
ジ
ー
ン
ズ
な
ど
を

5
｜

18(

日)

13
時
〜
16
時

と
き

松
風
庵

と
こ
ろ

樋
口
宗
靖

(

表
千
家)

講
師(

流
派)

I N F O R M A T I O N

くらしの情
報

催　

し

星せ
い
け
い
え
ん

溪
園
で
楽
し
い
お
茶
会

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

く
ま
が
や
エ
コ
ラ
イ
フ

フ
ェ
ア 

２
０
０
８

●
わ
く
わ
く
野
あ
そ
び
隊

・「
森
の
木
と
あ
そ
ぼ
う
〜
は
じ
め

て
の
木
の
ぼ
り
体
験
〜
」

と
き　

5
月
18
日(

日)　
　
　

　

10
時
〜
12
時(

雨
天
中
止)

費
用　

大
人
３
０
０
円

　

小
学
生
以
下
１
０
０
円

●
自
然
い
き
い
き
体
験
実
習

・「
草
は
ら
の
自
然
を
守
ろ
う
」

と
き　

5
月
10
日(

土)　
　
　

　

10
時
〜
12
時(

雨
天
中
止)

費
用　

無
料

・「
豊
か
な
森
を
育
て
よ
う
」

と
き　

5
月
24
日(

土)　
　
　

　

10
時
〜
12
時(

雨
天
中
止)

費
用　

無
料

[

各
イ
ベ
ン
ト
共
通]

荒
川
大
麻
生
公
園
自
然

ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

観
音
山 

初
夏
の
自
然
観

察
会　

参
加
者
募
集

と
き　

5
月
25
日(

日)　
　
　

　

9
時
〜
半
日
程
度(

小
雨
決
行)

　

龍
泉
寺(

三
ヶ
尻)

境
内
集
合

費
用　

２
０
０
円(

保
険
料
ほ
か)

◆
N
P
O
法
人
自
然
観
察
指
導
員

　

埼
玉
北
部
埼
玉
観
察
グ
ル
ー
プ

　
　

０
９
０
‐
３
１
４
４
‐
１
５
９
２(

宮
下)

と
き　

5
月
31
日(

土)

・
6
月

　

1
日(

日)

10
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

商
工
会
館　

2
階
大
ホ

　

ー
ル

内
容　

捺
染
作
品
展
に
出
品
さ

　

れ
た
組
合
員
お
よ
び
継
承
者
の

　

手
描
き
友
禅
小
紋
・
振
袖
・
帯

　

・
額
絵
な
ど
の
作
品
を
展
示
し

　

ま
す
。
熊
谷
染
・
友
禅
ハ
ン
カ

　

チ
が
1
日
先
着
50
人
無
料
体

　

験
で
き
ま
す
。

◆
熊
谷
捺
染
組
合(

大
久
保)　

　

 

０
４
８
‐
５
２
３
‐
８
３
２
４

第
8
回
か
ご
は
ら
光
の
散
歩

み
ち
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演

と
き　

6
月
29
日(

日)

16
時
〜

と
こ
ろ　

熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く

　

ら
め
い
と

出
演　

ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス

入
場
料　

全
席
自
由
２,
０
０
０
円

◆
篭
原
商
店
街
連
合
会
事
務
局　

　

 

０
４
８
‐
５
３
３
‐
７
０
６
７

大
相
撲
熊
谷
場
所

と
き　

10
月
13
日(

月
・
祝)

8
時
開
場

と
こ
ろ　

熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公

　

園 

彩
の
国
く
ま
が
や
ド
ー
ム

　
前
売
開
始　

５
月
１
日(

木)

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

・
大
相
撲
熊
谷
場
所
実
行
委
員
会
事
務
局

　

０
４
８
‐
５
３
７
‐
０
１
１
１

・
八
木
橋
プ
レ
イ
ガ
イ
ド(

八
木
橋
8
階)

　

０
４
８
‐
５
２
３
‐
１
１
１
１(

代
表)

◆
大
相
撲
熊
谷
場
所
実
行
委
員
会
事
務
局

席名 料金（1 人）

タマリ席 13,000 円

マス S 席 10,000 円

マス A 席 8,000 円

1 階特イス A 席 8,000 円

1 階特イス B 席 7,000 円

2 階イス席 A 7,000 円

2 階イス席 B 5,000 円

2 階イス席自由席 3,000 円

埼
玉
土
建  

住
宅
ま
つ
り

(

住
宅
デ
ー)

と
き　

6
月
8
日(

日)

10
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

中
央
公
園（
市
役
所
隣
）

内
容　

住
宅
相
談
、
子
ど
も
向
け

　

の
工
作
教
室
、
模
擬
店
等

◆
埼
玉
土
建

　

 
０
４
８
‐
５
２
４
‐
３
３
３
３

I N F O R M A T I O N

くらしの

情
報

熊
谷
市
国
際
交
流
協
会
の

語
学
講
座 講　

習

世
界
の
料
理「
ペ
ル
ー
編
」

と
き　

６
月
11
日(

水)

10
時
〜
13
時

と
こ
ろ　

妻
沼
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

25
人(

抽
選)

費
用　

1,
０
０
０
円

　

(

非
会
員
は
別
途
、
協
会
年
会

　

費
1,
０
０
０
円)

申
込
み　

５
月
30
日(

金)(

必
着) 

　

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ(

1
人
1
通)

　

に
講
座
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

　

氏
名(

ふ
り
が
な)

・
年
齢
・

　

電
話
番
号
・
会
員
の
方
は
会
員

　

と
明
記
し
左
記
へ
。

◆
広
報
広
聴
課　

 

内
線
２
２
０

甲
種
防
火
管
理
新
規

　
　
　
　
　

講
習
会

と
き　

6
月
５
日(

木)

・
6
日(

金)

　

の
2
日
間　

9
時
〜
17
時

と
こ
ろ　

江
南
総
合
文
化
会
館
ピ
ピ
ア

申
込
期
間　

5
月
7
日(

水)

〜

　

16
日(

金)(

土
・
日
曜
日
を
除

　

く)　

9
時
〜
17
時

申
込
場
所　

熊
谷
消
防
署
、
中

　

央
消
防
署
お
よ
び
妻
沼
消
防
署

用
意
す
る
も
の　

写
真
2
枚(

縦

　

3
㎝
×
横
2.4
㎝)

証
明
用
で
6

　

か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、

　

無
背
景
の
も
の(

申
込
時
使
用)

費
用　

４,
５
０
０
円(

申
込
時

に
納
入)

定
員　

先
着
１
３
０
人

◆
消
防
本
部
予
防
課

　

 

０
４
８
‐
５
２
２
‐
９
９
９
１

骨
盤
調
整
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ダ
ン
ス 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
習
会

対
象　

県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

　

の
勤
労
者

と
き　

6
月
7
日
〜
7
月
12
日

　

の
土
曜
日(

全
6
回)

　

19
時
〜
20
時
30
分

と
こ
ろ　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

　

(

体
育
セ
ン
タ
ー)

内
容　

骨
盤
調
整
の
効
果
を
期

　

待
し
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ダ
ン
ス

定
員　

先
着
30
人

費
用　

２,
０
０
０
円

申
込
み　

5
月
8
日(

木)

9
時

　

か
ら
電
話
で
左
記
へ
。

◆
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

　

 

０
４
８
‐
５
２
３
‐
３
１
２
２

い
き
い
き
女
性
美
容

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー

と
き　

6
月
11
日
〜
11
月
12
日

　

の
毎
月
第
2
水
曜
日(

全
6
回)

　

13
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

勤
労
会
館
会
議
室

内
容　

基
本
の
お
手
入
れ
か
ら
個

　

別
肌
ト
ラ
ブ
ル
対
処
法
、
メ
イ

　

ク
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど

講
師　

美
容
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

定
員　

先
着
30
人

費
用　

2,
４
０
０
円(

1
回　

　

４
０
０
円　

６
回
分
前
納)

申
込
み　

5
月
7
日(

水)

9
時

　

か
ら
電
話
で
左
記
へ
。

◆
勤
労
会
館 　

　

 

０
４
８
‐
５
２
４
‐
５
０
０
７

熊
谷
地
区
労
働
セ
ミ
ナ
ー

時
間　

18
時
15
分
〜
20
時
15
分

　

(

初
日
の
み
18
時
5
分
〜)

と
こ
ろ　

勤
労
会
館　
第
3
会
議
室

講
師　

高
橋
賢
司
氏(

立
正
大
学

　

法
学
部
専
任
講
師)

定
員　

先
着
60
人

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

指
定
の
申
込
書
、
電

　

話
で
左
記
へ
。

　

県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

　

０
４
８
‐
５
２
４
‐
１
１
１
０

◆
商
業
観
光
課　

 

内
線
４
９
９

対象 とき ところ 参加費 定員

民踊
初心者講習会 一般男女

6/2〜6/30 の月曜日
( 全 5 回 )
10：00 〜 12：00

中央公民館
実習室

1,000 円
( 保険料等 ) 先着 30 人

フラダンス
初心者講習会 一般女性

6/10〜7/1 の火曜日
( 全 5 回 )
14：00 〜 15：30

中央公民館
大ホール

500 円
( 保険料等 ) 先着 50 人

熊谷市レクリエーション協会の講習会

TEL

TEL TEL

県
立
熊
谷
図
書
館　

5
月
の
映
画
会

とき 上映作品

5/3(土・祝)
10:00 〜
14:00 〜

「陽気な幽霊」
( 劇映画 )

　10(土)
10:30 〜

「14 ひ き の こ も
りうた」

「ことりのふえ」

　16(金)
14:00 〜

「日本の内閣 : そ

の百年の歩み」

と
こ
ろ　

県
立
熊
谷
図
書
館

　

(

1
階
鑑
賞
室)

定
員　

各
回
と
も
先
着
50
人

費
用　

無
料

申
込
み　

当
日
会
場
で

◆
県
立
熊
谷
図
書
館　
　
　
　

　

 

０
４
８
‐
５
２
３
‐
６
２
９
１

TEL TEL

熊谷市民音楽祭

TEL

第
48
回
熊
谷
捺
染
作
品

発
表
展
示
会

TELTEL

TELTEL

TEL

TEL

対
象　

高
校
生
以
上
で
熊
谷
市

　

国
際
交
流
協
会
会
員
ま
た
は
、

　

熊
谷
市
近
郊
に
在
住
の
方

講座名 初級韓国語講座 初級英会話講座

とき
6/6 〜 7/11

の金曜日（全 6 回）
19：00 〜 20：30

6/9 〜 7/14
の月曜日（全 6 回）
19：00 〜 20：30

ところ 緑化センター　研修室

講師 外国人講師

定員 25 人（抽選）

費用 2,000 円（非会員は別途、協会年会費 1,000 円）

申込み期限 5/26（月） 5/30（金）

申
込
み　

ハ
ガ
キ(

1
人
1
通)

　

に
講
座
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

　

氏
名(

ふ
り
が
な)

・
年
齢
・

　

電
話
番
号
・
会
員
の
方
は
会
員

　

と
明
記
し
左
記
へ
。

◆
広
報
広
聴
課　

 

内
線
２
２
０

TEL

TEL

TELTEL

①
労
働
学
院(

4
日
間)

②
働
く
人
の
た
め
の
ワ
イ
ド
講
座

　

(

2
日
間)

7　

3(

木)

　
　

27(

金)

　
　

26(

木)

6　

20(

金)

と
き

労
働
基
準
法

労
働
基
準
法

労
働
基
準
法

労
働
契
約
法
、
労
働
基
準
法

内
容

　
　

11(

金)

7　

4(

金)

と
き

格
差
社
会

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

内
容

TEL

身
体
障
害
者
の
た
め
の

料
理
教
室

対
象　

熊
谷
市
在
住
の
身
体
に
障

　

害
の
あ
る
方

と
き　

６
月
1
日(

日)

　

11
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
容　

講
師
に
旅
館
料
理
長

　

新
井
茂
氏
を
迎
え
、
一
味
違
う

　

料
理
を
作
り
ま
す
。

費
用　

無
料

定
員　

先
着
15
人
程
度

用
意
す
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、タ
オ
ル
、

　

食
事
用
自
助
具(

必
要
な
方)

申
込
み　

5
月
17
日(

土)

ま
で

　

に
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
へ
。

◆
熊
谷
市
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

　

 

０
４
８
‐
５
０
１
‐
０
４
３
９

TEL

TEL TEL

●江南庁舎・江南行政センター　　048-536-1521　　●妻沼庁舎・妻沼行政センター　　048-588-1321TELTEL TEL●大里庁舎・大里行政センター　　0493-39-0311　　●熊谷市役所   　048-524-1111TEL

　

１
０
０
円
〜
３
０
０
円
で
販
売

　

し
ま
す
。

◆
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー　

　

 

０
４
８
‐
５
２
４
‐
７
１
２
１

◆熊谷市音楽連絡協議会（髙野）　　048‐524‐7483

合唱の部 吹奏楽・合唱の部

とき
６/ １（日）

12：30 〜 16：30
（開場 12：00）

６/ ８（日）
13：00 〜 16：00
（開場 12：30）

ところ 熊谷文化創造館さくらめいと太陽のホール

出演 市内小・中・高校
および一般の合唱団

市内小・中・高校
および一般の音楽団体

入場料 無料申込み　5 月 7 日 ( 水 ) から参加費を添えて市レクリエーション協会事務局 ( 保健体
　　　　育課内 ) または教育委員会各事務所へ。
◆保健体育課　　　内線 391　

TEL
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第
24
回
車
い
す
扱
い
方

講
習
会

対
象　

車
い
す
に
興
味
の
あ
る
方
、

　

知
っ
て
み
た
い
方

と
き　

5
月
18
日(

日)

10
時
〜

　

16
時(

9
時
30
分
受
付)

と
こ
ろ　

桜
木
小
学
校
お
よ
び
熊

　

谷
駅
周
辺

費
用　

無
料(

昼
食
は
各
自
持
参

　

ま
た
は
参
加
申
込
時
に
注
文)

用
意
す
る
も
の　

上
履
き(

ス
リ
ッ
パ)

申
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。

◆
N
P
O
法
人
自
立
生
活
セ
ン

　

タ
ー 

遊ゆ
う

Tと
O
ピ
ア

　

 

０
４
８
‐
５
２
６
‐
６
７
６
０

TEL

I N F O R M A T I O N

くらしの

情
報

介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
委
員
会
委
員
の
募
集

　

平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で

の
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す

る
た
め
に
、
策
定
委
員
と
し
て
介

護
保
険
に
興
味
や
関
心
を
お
持
ち

の
方
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
で
40
歳

　

以
上
の
方

公
募
委
員
の
数　

1
人

任
期　

6
月
〜
平
成
21
年
3
月

応
募
方
法　

住
所
・
氏
名
・
生
年

　

月
日
・
年
齢
・
職
業
・
性
別
・
電

　

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、「
こ
れ

　

か
ら
の
介
護
保
険
」
を
テ
ー
マ
に

　

し
た
意
見
・
考
え
を
４
０
０
字
詰

　

原
稿
用
紙
2
枚
以
内
に
ま
と
め
、

　

郵
送
し
て
下
さ
い
。

応
募
期
限　

5
月
30
日(

金)(

必
着)

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
審
査
に

　

よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
、
応
募

　

者
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
・
介
護
保
険
課

　

〒
360-

0033
曙
町
2
丁
目
68
番
地

　

 

０
４
８
‐
５
０
１
‐
１
３
３
０

助
成
対
象
者　

主
と
し
て
熊
谷
市

　

内
に
お
い
て
次
の
助
成
対
象
事

　

業
を
行
う
団
体
・
グ
ル
ー
プ　

　

(

営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
、

　

活
動
を
行
わ
な
い
も
の)

助
成
対
象
事
業　

　

①
自
然
環
境
の
保
護
活
動　

　

②
資
源
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム

　
　

定
着
の
た
め
の
活
動

助
成
金
の
額　

一
団
体
20
万
円
を
限

　

度
に
、
助
成
金
総
額
３
５
０
万
円

募
集
締
切　

5
月
30
日(

金)(

必
着)

選
考
方
法
と
通
知　

運
営
委
員

　

会
の
審
議
を
経
て
6
月
中
を

　

目
途
に
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

募
集
要
項
お
よ
び
応
募
書
類
請
求
・

提
出
先　

左
記
へ
。

◆
中
央
三
井
信
託
銀
行
本
店
法

人
営
業
部
公
益
信
託
課(

稲
垣)

　

 

０
３
‐
５
２
３
２
‐
８
９
１
１

河
川
の
雑
草
刈
払
い
業

務
を
委
託
し
ま
す

対
象　

自
治
会
、
N
P
O
な
ど

　

非
営
利
団
体

期
間　

5
月
中
旬
〜
11
月
下
旬

業
務
内
容　

安
全
な
作
業
が
で

　

き
る
範
囲
で
の
除
草
作
業

作
業
箇
所　

県
が
管
理
す
る
一
級

　

河
川
の
う
ち
、
市
内
の
星
川
、

　

忍
川
、
元
荒
川
、
福
川
、
和
田

　

吉
野
川
、
和
田
川
、
通
殿
川

申
込
み　

左
記
へ
。

◆
県 

熊
谷
県
土
整
備
事
務
所　

 

　

治
水
砂
防
担
当 

　

 

０
４
８
‐
５
３
３
‐
８
４
１
６

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

事
業
「
ア
ン
ト
レ
パ
ッ

ク
」
出
店
希
望
者
募
集

応
募
資
格　

お
店
を
や
り
た
い
方
、

　

お
店
を
お
探
し
の
方(

原
則
と

と
き　

6
月
7
日(

土)

バ
ス
、

　

日
帰
り

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　

の
小
学
5
年
〜
一
般
男
女(

た
だ

　

し
、
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴)

定
員　

先
着
40
人

参
加
費　

８,
０
０
０
円(

交
通

　

費
・
保
険
料
等)

た
だ
し
、
中

　

学
生
以
下
は
７,
０
０
０
円　

申
込
み　

5
月
7
日(

水)

〜
23
日

　

(

金)

に
費
用
を
添
え
て
市
体

　

育
協
会(

市
民
体
育
館
内)

ま

　

た
は
、
保
健
体
育
課
、
教
育
委

　

員
会
各
事
務
所
へ
。

◆
市
体
育
協
会

　

 

０
４
８
‐
５
２
５
‐
６
４
５
３

卓
球
講
習
会

対
象　

県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

　

の
勤
労
者

ヤマザキナビスコカップ

大宮アルディージャ対アルビレックス新潟
●とき　5 月 31 日 ( 土 )14 時〜
●ところ　熊谷スポーツ文化公園
　　　　　　陸上競技場
●チケット　5 月 11 日 ( 日 )
　から各プレイガイド、各コ
　ンビニにて販売
●チケットに関する問合せ先
　　  0120-038506

　市では、水道事業の現状と将来見通しを分析 ･ 評価した上で、
目指すべき将来像を描き、その実現のための方策を示す水道ビ
ジョンの策定を進めています。このたび、熊谷市水道ビジョン
の案がまとまりましたので、皆さんのご意見を募集します。
意見募集期間　5 月 12 日 ( 月 ) 〜 6 月 6 日 ( 金 )
案の公表方法　市ホームページのほか、水道部工務課 ( 水道庁舎
3 階 )、情報公開コーナー ( 市役所 1 階 )、各行政センター総務
税務課で閲覧できます。
意見の提出方法　意見提出用紙に必要事項を記入のうえ、郵送、
ファックス、E メール、持参のいずれかの方法で、水道部工務
課へご提出ください。
※意見提出用紙は、水道部工務課、情報公開コーナー、各行政センター

総務税務課にあります。また、水道部および市ホームページからも
ダウンロードできます。

※電話等による口頭での意見はお受けできませんので、ご了承ください。
意見の取扱い　
①提出いただいた意見を考慮し、水道ビジョンを策定します。
②いただいたご意見の概要と、意見に対する市の考え方などを、

市ホームページ等で公表します。
③個々の意見に対する個別回答や、提出いただいた書類等の返

却はしませんのでご了承ください。
◆工務課　　　048-520-4153  　　048-525-9976 
　　　　　  E メール　komu@city.kumagaya.lg.jp

視
覚
障
害
者
対
象
の

パ
ソ
コ
ン
教
室

対
象　

市
内
在
住
の
視
覚
障
害
の

　

あ
る
18
歳
以
上
の
方

と
き　

6
月
7
日
・
21
日
、
7
月

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民(

登
録
制)

　

＊
介
護
保
険
で
要
支
援
・
要
介

　

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
対

　

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
支
度
、

　

上
履
き
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、

　

飲
み
物(

水
筒
ま
た
は
ペ
ッ
ト

　

ボ
ト
ル)

費
用　

無
料

申
込
み　

5
月
7
日(

水)

か
ら

　

電
話
で
左
記
へ(

会
場
は
い
ず

　

れ
か
1
会
場
と
さ
せ
て
い
た
だ

　

き
ま
す)

。

◆
長
寿
い
き
が
い
課　
　

内
線
２
１
７

TEL

ず
っ
と
元
気
!

ら
く
ら
く
体
操
教
室

定
員　

30
人

費
用　

無
料

◆
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
た
ち
ば
な

　

０
４
８
‐
５
３
７
‐
１
１
５
５(

福
嶋)

◆
熊
谷
市
江
南
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

０
４
８
‐
５
３
９
‐
０
０
７
７(

小
林)

◆
大
里
広
域
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
サ

　

ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ　
　

　

０
４
９
３
‐
３
９
‐
５
５
５
２(

阪
本)

平
成
20
年
度
「
♪
い
き
い
き

元
気
♪
」
介
護
予
防
教
室

　
　

   

2
20(

金)

13
時
30
分
〜
15
時

11　

21(

金)

13
時
30
分
〜
15
時

7　

18(

金)

13
時
30
分
〜
15
時

5　

16(

金)

13
時
30
分
〜
15
時

と
き

認
知
に
つ

い
て

栄
養
に
つ

い
て

口こ
う
く
う腔
機
能

に
つ
い
て

運
動
機
能

に
つ
い
て

内
容

医　

師

栄
養
士

歯
科
衛
生

士 理
学
療
法

士
講
師

サンヴィレッジ多目的ホール
( 津田 1560-1)

と
こ
ろ

TELTELTEL

募　

集

TEL

熊
谷
市
児
童
福
祉
審
議

会
委
員
の
募
集

　

こ
の
「
審
議
会
」
は
、
委
員
15

人
以
内
で
組
織
さ
れ
、
学
識
経
験

者
、
市
議
会
議
員
、
児
童
福
祉
に

関
す
る
団
体
・
機
関
等
の
代
表
者

に
加
え
、
公
募
に
よ
る
市
民
の
代

表
の
方
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

審
議
し
て
い
た
だ
く
主
な
事
項

は
、
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
こ
と
、

母
子
の
福
祉
に
関
す
る
こ
と
、
子

育
て
支
援
に
関
す
る
こ
と
等
で
す
。

募
集
人
員　

２
人

応
募
資
格　

本
市
に
住
所
を
有

　

す
る
満
20
歳
以
上
で
、
子
育
て

　

に
関
心
の
あ
る
方

任
期　

２
年
間

選
考
方
法　

書
類
審
査
に
よ
り

　

決
定
し
、
選
考
結
果
は
応
募
者

　

全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
方
法　

５
月
20
日
（
火
）
ま

　

で
に
、住
所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

　

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番

　

号
を
明
記
の
う
え
、
原
稿
用
紙

　

２
枚
程
度
に
子
育
て
を
テ
ー
マ
に

　

し
た
意
見
・
考
え
を
ま
と
め
、
こ

　

ど
も
課
（
市
役
所
4
階
）
へ
直

　

接
お
持
ち
に
な
る
か
郵
送
し
て

　

く
だ
さ
い
。

◆
こ
ど
も
課　
　

内
線
２
８
９

TEL

第
5
回
公
益
信
託
「
熊
谷
環
境

基
金
」
助
成
対
象
団
体
公
募

TEL
　

●
水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
開
催　

◆
熊
谷
運
動
公
園
屋
内
プ
ー
ル
事
務
室　
　

０
４
８
‐
５
３
３
‐
９
１
０
０

TEL

　

し
て
事
業
経
験
が
無
い
方)

募
集
業
種　

物
販
・
サ
ー
ビ
ス
業

　

(

風
俗
業
は
不
可)

募
集
人
員　

1
人(

書
類
審
査
、

　

面
接
審
査
有
り
。)

※
事
業
内
容
等
詳
細
は
左
記
へ
。

◆
熊
谷
商
工
会
議
所

　

 

０
４
８
‐
５
２
１
‐
４
６
０
０

ス
ポ
ー
ツ

ら
く
ら
く
山
登
り
講
習
会

〜
富
士
山
の
大
展
望
台
・

　
「
三
ツ
峠
山
」
〜

TEL

と
き　

6
月
4
日
〜
7
月
30
日

　

の
水
曜
日(

全
9
回)

　

19
時
〜
20
時
30
分

と
こ
ろ　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

　

(

体
育
セ
ン
タ
ー)

内
容　

初
級
者
、
中
級
者
向
け

定
員　

先
着
20
人

費
用　

2,
０
０
０
円

用
意
す
る
も
の　

ラ
ケ
ッ
ト
、
上

　

履
用
運
動
靴

申
込
み　

5
月
8
日(

木)

9
時

　

か
ら
電
話
で
左
記
へ
。

◆
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　
　

　

　

 

０
４
８
‐
５
２
３
‐
３
１
２
２

TEL

TEL

TEL

熊谷市水道ビジョン案に対する意見の募集

TEL

J1 リーグ
公式戦

〈ボランティアスタッフ募集〉
大宮アルディージャでは本試合のボラ
ンティアスタッフを募集しています。
内容　来場者への配布物・座席案内・  
　スタンド清掃等
定員　50 人程度
※ボランティアの申込み・お問合せは下記へ。
◆大宮アルディージャ運営担当　　　
　　048-658-5511
ホームページ　http://www.ardija.co.jp

TEL TEL

●江南庁舎・江南行政センター　　048-536-1521　　●妻沼庁舎・妻沼行政センター　　048-588-1321TELTEL ●大里庁舎・大里行政センター 　　0493-39-0311　　●熊谷市役所    　048-524-1111　〒 360-8601　宮町 2 丁目 47-1

平
成
20
年
度 

立
正
大
学
熊

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
講
座

対
象　

一
般
市
民

と
き　

5
月
24
日
〜
6
月
28
日

　

の
土
曜
日(

全
6
回)　

　

12
時
50
分
〜
14
時
20
分

と
こ
ろ　

立
正
大
学
熊
谷
キ
ャ
ン

　

パ
ス
6
号
館
2
階
６
２
０
１
教
室

テ
ー
マ　

法
を
知
る
、
育
つ
を
知

　

る
、
地
域
を
知
る

定
員　

２
０
０
人

費
用　

無
料

申
込
み　

5
月
17
日(

土)
ま
で

　

に
左
記
へ
。

◆
立
正
大
学
法
学
部
事
務
室
公

　

開
講
座
係

　

 

０
４
８
‐
５
３
６
‐
６
０
０
０

　

 

０
４
８
‐
５
３
６
‐
５
５
１
９

　
TEL

　

5
日
・
12
日
・
19
日
、8
月
2
日
・

　

9
日
・
23
日
の
土
曜
日(

全
8

　

回)　

13
時
30
分
〜
16
時

と
こ
ろ　

全
国
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
協
会

　

江
南
施
設

講
師　

岩
下
宏
氏(

同
協
会 

江

　

南
施
設)

内
容　

パ
ソ
コ
ン
機
器
の
取
扱
い
、

　

文
章
作
成
、
E
メ
ー
ル
や
イ
ン

　

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
初
歩

費
用　

無
料

定
員　

先
着
5
人
程
度

申
込
み　

5
月
31
日(

土)

ま
で

　

に
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
左

　

記
へ
。

◆
熊
谷
市
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

　

  

０
４
８
‐
５
０
１
‐
０
４
３
９

TEL TEL

平
成
21
年

6 月
　4(水)・11(水)・
　18(水)・25(水)
7 月
　 2 (水)・ 9 (水)・
　16(水)・23(水)・
　30(水)
8 月
　6(水)・20(水)・
　27(水)

6 月
　6(金)・13(金)・
　20(金)・27(金)
7 月
　4(金)・11(金)・
　18(金)・25(金)

8 月
　 1 (金)・ 8 ( 金)・
　22(金)・29(金)

別府公民館 ひかわ荘

先着 30 人 先着 30 人

と
き(

1
コ
ー
ス　

12
回)

 
と
こ
ろ  

定
員

FAX
TEL

FAX
・

FAX


